2008年度「労働法」（水町）

第3回　労働法の機能（text 29-55）
１　日本的市場システムのなかの日本的雇用システム
· 日本的産業システム、日本的金融システム、日本的雇用システムといわれてきたものはどういう特徴をもつものだったのか？
· 日本的雇用システムの「三種の神器」はどのようなものか？
２　社会環境の変化
· 近年の社会環境の変化は日本的市場システムにどのような変化をもたらしているか？
· 日本的雇用システムは今後どのような方向に進んでいくべきか？
３　日本的雇用システムと労働法
· 日本的雇用システムはこれまでどのような形で「柔軟性」を確保してきたか？

· それに対し「法」はどのように対応してきたか？
４　変化・改革の方向性
　　○雇用管理の個別化
　　○コストの安い労働力の利用（コスト削減偏重型経営戦略≠付加価値創出型経営戦略）

探究　日本の労働法は今後どのような方向に進むべきか？　個別化を促進すべきか？　コストが安く不安定な雇用の増加を容認すべきか？
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